
【フロンティアスクール用中間報告書】
都道府県名 福岡県

Ⅰ．学校の概要（平成１５年４月現在）
赤村立赤中学校

１年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数
学級数 １ １ １ ０ ３
生徒数 ２７ ２６ ３７ ０ ９０ １６

Ⅱ．研究の概要
１．研究主題

自ら学ぶ力を育てる教科学習指導法の研究
－ 個に応じた指導法の工夫を通して －

２．内容と方法
( ) 実施学年・教科1
１年生・国語（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
１年生・社会（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
１年生・英語（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
２年生・数学（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
２年生・英語（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
２年生・国語（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
３年生・英語（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
３年生・数学（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）
３年生・社会（生徒の理解に差が出やすい教科、学年であるため）

( ) 年次ごとの計画2
○ テーマ

平 学習形態を生かした学習指導法の研究
成 ○ 研究の見通し
１４ 学習意欲がわくような導入の工夫や、習熟度別学習や課題別学習を
年 行うなど、学習方法および学習形態を工夫する。
度 ○ 研究の内容・方法

①導入やめあての工夫
②多様な学習形態を取り入れる

○ テーマ
平 評価を生かした学習指導法の研究
成 ○ 研究の見通し
１５ 生徒に自己をふり返らせる評価活動を行うとともに、生徒のつまず
年 きやよさを把握し、個に応じた指導を行う。
度 ○ 研究の内容・方法

①１時間の授業の中での発展への見取り
②診断・形成テストによる単元指導計画の弾力化

○ テーマ
平 自ら学ぶ力を育てる教科学習指導法の研究
成 ○ 研究の見通し
１６ ①学習意欲がわくような導入の工夫や、習熟度別学習や課題別学習を
年 行うなど、学習方法および学習形態を工夫する。
度 ②生徒に自己をふり返らせる評価活動を行うとともに、生徒のつまず

きやよさを把握し、個に応じた指導を行う。
○ 研究の内容・方法

①すべての教育活動において個に応じた指導のあり方のまとめ
②習熟度別学習や課題別学習などの学習形態の効果についてのまとめ
③評価を活かした指導法のまとめ

( ) 研究推進体制3

学力向上フロンティア推進委員会
校長・教頭・教務主任・研究主任・国語科・外国語科・数学科・社会科代表

Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ Ｄグループ
数学 音楽 英語 理科 国語 体育 社会 美術
＊学習の手引き ＊家庭学習 ＊読書活動 ＊評価
＊学力分析 ＊チャレンジ ＊チャレンジ ＊学力分析
＊補充 タイム タイム

＊毎週水曜日または金曜日に学力向上フロンティア委員会を開く。



Ⅲ．平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

平成１５年度は 「評価を生かした学習指導法の研究」を以下２つの仮説を、
立て、検証を行った。

．１時間の授業の中で仮説１

１時間の授業の中で発展への見取りを行い、その結果を基に、それぞれの生
徒に応じた補充と発展の支援を行えば、生徒の学力は向上するであろう。

次のように評価を生かすことを目的とした指導案（図表１）の形式を決めた。
「関心・意欲・態度」の観点については、授業の開始から終了までを通して、

様相観察を主に、生徒へのアンケート調査などを織り交ぜながら評価する。
さらに、その他の観点は、本校「年間指導・評価計画」に基づき１時間に原則

として１つの観点の評価を行う。学習指導の展開部に評価場面を設定し、各教科
の特性に応じた評価方法で評価を行う。
「Ａ 「Ｂ」判定の生徒には発展への支援 「Ｃ」判定の生徒には補充の支援を」 、

行う。指導案には「発展への見取り」として評価規準を記入し、さらに「発展へ
の支援 「補充の支援」を具体的に明記する。」
この指導案をもとに授業を行った。その結果、○各教科とも、１時間の中で、

発展への見取りを行うことができるということがわかった。○補充の課題と発展
の課題を用意して授業に望むことで、５０分間集中して生徒に授業を受けさせる
ことができるようになった。○５０分間だけでは「Ｃ」判定の生徒を「Ｂ」まで
引き上げられないこともあった。
（図表１）
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．単元全体を通して仮説２

診断テストや形成テストの結果から、生徒の学習の定着をはかるとともに、
学習の進め方を弾力的に変えれば、生徒の学力は向上するであろう。

生徒の学習の定着の度合いによって、柔軟に授業プランを変更し対応できるよ
うに「評価を生かした授業プラン」を作成し（図表２）実践を行った。
診断テストにより、前単元までの「知識・理解」の定着具合と本単元への興味

・関心の程度を判断する。その結果 「おおむね良好（ 」と判断されない生徒、 ）B
が１人でもいれば、前単元までの復習を中心にした「導入ａ」で単元の学習に入
り、全員「 」判定ならば、本単元全体の目標に迫る「導入ｂ」から単元の学習B
に入る。つまり、２通りの授業プランを用意し、生徒の実態に応じていずれかの
授業プランを選択する。
次に、形成テスト１を行い 「関心・意欲・態度」以外の観点をみる。ここで、

は 「 」判定に到達しない生徒には再度復習し「 」を目指す「調整ａ」の授業、 B B
、 「 」 。を 到達している生徒には説明や発表練習を中心とした 調整ｂ の授業を行う

ただし、全員が「 」以上ならば 「調整ａ・ｂ」の授業は行わない。B 、
さらに、形成テスト２を行い 「 」判定以上の生徒には発展的な授業を行う。、 B

「 」判定の生徒には補充的な授業を行う。原則分割授業を行い、生徒の希望もC
考慮し、テストの結果のみでコース分けしない。
この結果、○生徒は、つまずきを解消できるまで何度もチャレンジする機会が

増えたため「 」判定の生徒が減少してきた。○より専門的（高度）な学習へチC
ャレンジする機会が増え、総括（単元）テストや中間・期末考査、外部模試でも
満点をとる生徒が現れてきた。
（図表２）
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２．今後の課題
(1) すべての教育活動において個に応じた指導のあり方の究明
①朝読書
＊読書のみでいいか。朝自習は取り入れられないか。
②チャレンジタイム
＊漢字の書き取りだけでいいか。
③学習規律
＊全校で統一するものとしないでいいものの意思統一が必要。
④個人カルテ
＊作るべきか必要ないか確認が必要。
(2) 習熟度別学習や課題別学習などの学習形態の効果についての究明
①導入の工夫
＊時間をかけずに生徒の意欲を高める方法がないか。
②めあての明確化
＊学習のあらすじを１文で表す工夫。
③習熟度別クラス編成学習
④課題別クラス編成授業
⑤興味関心によるクラス編成授業
＊どの形態がその学習にふさわしいか。
(3) 評価を活かした指導法の究明
①１時間の授業の中での発展への見取り
＊補助簿や見取り方の交流が必要。
②診断・形成テスト
＊ねらいを明確にし、よりよいものをつくる。交流が必要。
③指導案の形式
＊縦書きにできないか。
④単元指導計画の弾力化
＊配時の調整と学習内容の精選。

Ⅳ．学力把握のための学校としての取組
○４月１４日 （ＮＲＴ） １年生・２年生・３年生集団基準準拠検査
個々の生徒の学力を、全国的基準と比較し検討するため。

○９月２日 １年生・２年生・３年生夏休み課題テスト
夏休みの学習具合をみるため。

○１１月５日 ３年生学習定着度診断シート
学習の定着度をつかむため。

○１１月１４日 ３年生学力実態調査
福岡県による実態調査

○１月９日 ３年生学習定着度診断シート
学習の定着度をつかむため。

○１月２１日 （ＣＲＴ） １年生・２年生目標基準準拠検査
評価規準に到達しているかどうかをはかるため。

○２月１３日 １年生・２年生領域別学力分析検査
個々の生徒の学力を、福岡県の基準と比較し検討するため。

Ⅴ．フロンティアスクールとしての研究成果の普及
日時 場所 テーマ 対象
平成１５年５月１６日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開
平成１５年６月１３日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開
平成１５年１０月３１日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開・協議会
平成１６年６月１６日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開
平成１６年１０月２７日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開
平成１７年１月２０日 保護者、小・中教員赤中学校 授業公開・協議会

＊雑誌に投稿 「絶対評価の実践情報 （明治図書）２００４年４月号」

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校

【学校規模】 ■３学級以下 □４～６学級
□７～９学級 □１０～１２学級
□１３～１５学級 □１６学級以上

【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導
□その他

【研究教科】 ■国語 ■社会 ■数学 □理科
■外国語 □音楽 □美術 □技術・家庭
□保健体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 □無
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